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　2020年5月31日朝、キリン舎に行くとアヤトの母親、アヤメが死亡して
いました。
　その夜、アヤトは初めて1頭で部屋の中で過ごしましたが、なかなか落
ち着かず歩きまわっていました。
　母親アヤメはアヤトといつも一緒に過ごし、アヤト自身、生後1年1ヵ月
でそろそろ離乳となる時期で、1頭になった不安からか餌を十分食べてい
ないようでした。そこで、落ち着かせるために、翌日、父親のハートと兄の
ハヤテとの同居に踏み切りました。今まで寝室内の柵ごしに顔を見て過ご
していたからか、同居を開始したとたん兄のハヤテがアヤトの匂いを嗅ぎ
に顔を近づけ、アヤトも落ち着きをとりもどし、しばらくしたら餌を食べる
姿もみられました。数日3頭同居で寝室横の運動場とパドックで日中を過
ごし、いよいよアヤト初めての広いアフリカ園での展示開始です。期待と
不安が入り混じった気持ちでアフリカ園の入り口を開きましたが、肝心の
アヤトが手前で立ち止まり、他の2頭がアフリカ園に出て行くのに、一歩も
出ようとしません。兄のハヤテは母親のアヤメについて行きすんなり出た
のですが、今回母親アヤメがいないことと、キリンはもともと警戒心が強
い動物で、新たな環境に慣れるのに時間がかかることもあり、好物の木の
葉で誘っても、まったくアフリカ園に出る様子がありません。

　それから1ヵ月たった7月1日、いつものようにアフリカ園入り口で木の葉で誘導していたら、ようやく前足だけ踏み出してくれました。
しかし、完全には出てくれませんでした。

数日入り口で前足だけ出す動作をくりかえしたある日の朝、完
全に出てくれました。

あわててアフリカ園の門を閉め様子を見ます。ダチョウに興
味を示して後をついていったり、おそるおそる周りを確かめた
りしていましたが、しばらくしたら兄のハヤテと餌を食べ始め
落ち着く様子が見られ安心しました。今ではハヤテと一緒に餌
を食べたり、アフリカ園を走りまわったりしています。

マサイキリンの
アヤトのアフリカ園
デビューについて

アフリカ園での
元気なアヤトの様子を
ぜひ見に来てください。

　外装はかわいくデザインされており
写真撮影にもぴったりです。（走行中は
危険ですので停車時にお願いします。）
側面にはホッキョクグマ達の生活シー
ンを表現しています。また、窓にはいろ
いろな動物達のシルエットがあしらわ
れています。

バリアフリー対応「ノンステップバス」
乗車定員26名（安全確保のため座席数の
15名を乗車定員としています。）
9時15分から15分おきに、園内を走行して
います。

外装

内装

その他

園内バスを
受贈しました！

ぜひ
ご活用
ください！

　様々な動物達がお出迎えします。その
動物の特徴を感じ取っていただけるよう
動物図鑑のように仕上げてあります。
　バス内から外の動物たちを見てまわる
事はできませんが動物のイラストを見な
がら楽しく園内を移動してくださいね。
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セイカ食品株式会社から、会社設立100周年を
記念して寄贈された新型園内バス『南国白くま
号』が、夏休み初日の8月1日から運行を開始いた
しました！
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ホッキョクグマをイメージしました ナンバープレートもシロクマ（4690）

シートはナチュラルカラー






